「京都型農林業プロジェクト委員会」第1回全体会議　摘録
１　日　時　　平成23年9月13日（火）14時30分から15時45分まで

２　場　所　　京都市京北合同庁舎2階会議室
３　出席者
　　委　員　岩井吉彌委員，上西委員，岡崎委員，川勝委員，壇委員，寺内委員，
　　　　　  中嶋委員，野川委員，野口委員，弘委員，松山委員，宮崎委員，森下委員，
            森田委員，山下委員，吉村委員
　　　　　（欠席委員）岩井有加委員，北尾委員，松井委員
　事務局（農林振興室）木戸農林振興室長
　　　　 　　　　 　農政企画課　北村課長，鳥越担当課長，鈴村係長，三宅

　　       　　　　 　林業振興課　三嶋担当課長，宿院係長，三井

　　       　　　　 　京北農林業振興センター　坂本所長，石浦所長補佐，磯部係長
４　内　容

（１）開会
（２）農林振興室長挨拶
・昨年，平成22年から10年間を計画期間とする「京都市農林行政基本方針」を策定した。 
・「産業として魅力ある農林業の構築と担い手の育成」「環境や社会に貢献できる農林業の育成」「市民との共汗で築く農林業」の3つの柱のもと，施策の方向性をまとめている。
・京都型農林業プロジェクトの設置については，こうした施策の方向性を具体化するにあたって，文化，観光，地理的な条件等，京都の特質を生かして，京都流の施策を具体的に打ち出していきたいので，この場でいろいろとご提案をいただきたい。
・このプロジェクトは今年度から3ヶ年実施する。
・東京一極集中と言われる中，政令指定都市が目指す方向は，皆同じではない。京都は京都の特性のある中で，市場を開いていきたい。農地や山がもっと都市の中で息づく，そして市民の暮らしに結び付く，また，京都の特徴ある観光，産業，こうしたものと結び付く。そういうふうに実践されていくことを願っている。
・検討委員のメンバーには，学識経験の方，流通，加工，そして文化観光の分野の第一線で活躍されている方，また大学で学ばれている方など，様々な方をメンバーにお願いすることができた。委員の皆様には，そうした長い経験，農林業の現場での思い，若い感性，これらを出し合っていただき，新たな京都型農林業の創出に，お力添えをいただきたい。

（３）委員紹介
（４）委員長，副委員長選出

　　（資料1）京都型農林業プロジェクト委員会設置要綱

・立候補等特にないため事務局から委員長と副委員長の候補者を提案。

・委員長に宮崎委員，副委員長に岩井吉彌委員を選出。
（５）部会の設置
・農業部会と林業部会を設置することを承認。
・農業部会長に宮崎委員，林業部会長に岩井吉彌委員を選出。

（６）京都型農林業プロジェクト委員会について

　事務局

・資料2により，京都型農林業プロジェクト委員会を設置するに至った背景や趣旨，今後の進め方，開催計画などについて説明。
・平成23年度の具体的取組項目として，農業部会では「中山間農業地域（右京区京北）における農産物の生産拡大と商品化について」「都市的農業地域（西京区大原野）における農産物販売戦略について」，林業部会では「北山林業地域における林業と文化・観光との連携について」を取り上げることを確認。
・各委員の所属部会について確認。
「農業部会」上西委員，岡崎委員，北尾委員，壇委員，中嶋委員，野川委員，弘委員，
　　　　　　松井委員，松山委員，宮崎委員長，森下委員，森田委員，吉村委員
　「林業部会」岩井有加委員，岩井吉彌委員，上西委員，川勝委員，寺内委員，野口委員，
　　　　　　　松井委員，松山委員，山下委員

　宮崎委員長
・資料3により，農業部会の進め方について説明。
　岩井副委員長
・資料4により，林業部会の進め方について説明。
（７）関係地域の農林業の状況説明
　事務局

・資料5により京北地域の農業の概要について，資料6により北山地域の林業の概要について説明。
　上西委員

・京北地域が元気になることにつながれば，という思いでこのプロジェクトに参加している。
・道の駅がコンビニ化しており，どの施設へ行っても同じような商品が販売されている，というのがひとつの流れかな，とも思うが，やはり，全てこの地域の人が手作りした作物や作品，ここにしかないというものを売るべきだと思う。例えば，ウッディ京北では携帯のストラップを販売するにしても，京北で木工をやっている人に作っていただいている。必ず地域のものを，という意識で今までやってきている。そのことが道の駅の来場者の増加や，さらには地域の方々の元気につながっている。
・地域のおじいさんやおばあさんが，雪が降る日も足を運んでくださり，コミュニケーションをとりながら元気にされているが，このような核となる施設があってこそ，と思う。また，直売所の出荷者が元気になった影響を受けて，JAなどへ出荷されている方も元気になりつつある，ということも聞いている。
・20歳の人は，5年経っても25歳で大変元気だが，70歳の人が5年経てば75歳，気持ちは元気でも体がついていかない，という状況にある。頑張るポイントなど，京都市の都市部の方々からの知恵も貸してもらいながら，地域がもっと元気になれるとよい，と思っている。
　吉村委員
・私は，農家の生産活動をよく知る消費者として何かできないか，という思いで，農家との連携を通して地産地消を広める活動をしている。
・農家にとって販売経路の確保が難しいと感じている。そこで，例えば，街の方に売り出したいが，販売経路がない，つながりがない，という方に対し，街の人が地域の野菜を扱う取組や，街中カフェ・朝市など，都会のアンテナショップのようなものをしたいと考えている。
・京北地域の農家の方々はどのような販売経路をお持ちか。
　事務局

・基本的に，水稲やみず菜については主に農協へ，新京野菜の京ラフランや京唐菜についてはウッディー京北に出荷されている。
　上西委員

・従来はＪＡ出荷の米が多かったが，最近は京北から市内に勤めておられる方を通じて，どれくらいの割合かまではわからないが，人の交流を通じた流通も比較的多いようだ。

　川勝委員
・私は鷹峯に住んでおり，18歳から20年間，北山林業をしていた。今は関係する別の仕事をしている。
・私は47歳になるが，若手林家ということで，ここに呼ばれている。一般的には若手と呼ばれる年齢ではないが，林業では，後継者がいないという意味では若手である。先程，北山の現状と課題について説明があったが，20年間言われ続けていたにも関わらず，何も変わっていない，というのが現状である。1年や2年でなんとかできるものなのか，と思う。抜本的に，構造的なところを変えていかなければならない，と常々思っている。
・私自身，林業に対しては否定的である。ここにおられる方々も，同じような意見を聞いておられると思うが，生活していくという意味では，林業は成り立たない。それをどのようにすればよいか，ということを考えられないまま今に至っている。違う仕事を選んだ方もおられる。皆様はどう思っておられるのか。
　岩井副委員長

・大変基本的なご質問で，私も答えられない。私も川勝さんと同じような立場である。林業経営を先祖代々やってきたが，荒れた林地もあり，同じような心境である。
・このまま放置すれば，どんどん北山林業の景観は崩れていく。シカ害もこのあたりでは非常に激しく，植林後ネットを2重3重に張っても全滅するほどである。それが山林所有者の生産意欲の低下に拍車をかけている。
・そのような状況の中，皆様に考えていただきたいのは，「観光」という切口である。全く新たな視点からやってみてはどうかと思っている。
・北山林業だけに関わらず，日本一般の林業は，専業では非常に難しいと思う。千ha以上の大規模な林家は別だが，日本の山林所有者はほとんどが千ha以下である。林業だけで飯を食っていくことは大変難しい。
・北山林業もその中のひとつで，専業ではなかなか難しい。以前は専業でやれたので，どんどん磨き丸太に特化，集中してしまった。ところが，ここにきて，磨き丸太が売れなくなったため，非常に大きなダメージを受けている，という経過であると私は認識している。
・兼業の形で林業あるいは森林を維持するしかないのではないか，と地元の者として考えている。
・このような考え方が正しいかどうか，あるいは適切かどうか，可能性があるかどうか，ということについて，林業部会でご意見やアイデアを出していただきたい。観光事業だけでなく，サラリーマンなど他の職業との兼業も含めてどのような方向性があるのか，ということを検討していきたいと思う。
　中嶋委員

・林業では専業は無理とのことだが，農業も専業は難しくなってきている。私の代は専業農家だった。東京へ行っていた息子が3年前に帰ってきて，農業を継いでくれたが，「専業では難しい」，「ここまで農業が厳しいとは思わなかった」と，落ち込み悩んでいる。
・どのような形で農業を守っていけばよいのか，と模索しているが，林業だけでなく農業もなかなか専業では難しい。苦しんでいる状態である。
　宮崎委員長
・そのあたりのことも，農業部会で考えていきたいと思う。最近「6次産業化」ということがよく言われている。農家の方が，生産だけでなく加工や販売まで行う。そのようなことも検討していきたいと思う。
　中嶋委員

・それもやっているが，自然が相手なので，作物を植えても必ず収穫できるものではなく，苦慮している。
　松山委員

・供給する側からの提案だけでなく，建築家やデザイナーから「こんなものがほしい」という意見をいただくべきだと思う。こちら側が作れるものではなくて，使う方が欲しいと思うもの，世の中にあるニーズをつかむ必要がある。ホテルや料亭などがどのような食材をほしいか現場に伝わっていないと思う。ホテルや料亭と現場をつないで，元気のある企業に引っ張ってもらうのも大事だと思う。
・先ほど獣害の話があったが，むやみな殺生はいけないが，害があるなら駆除はある程度仕方がないと思う。しかし，駆除したシカの肉を，人だけでなくペットのための餌として利用するなど，考えられる。
・観光においても，よそにないものを作るべきであると思う。
　宮崎委員長
・供給サイドだけでなく，需要サイドからのアプローチも必要である。そのあたりのことについても，農業部会で話し合っていきたい。
（８）閉会

５　その他

　閉会後，京都市北区中川地域の「磨き丸太倉庫群」の視察を実施。






